
高齢者住まい看取り研修は，看取り経験の少ない（または経験の

ない）介護職などに対して，一人称を体験できる動画を活用します．

ある介護職や高齢者本人の立場となり，実際に看取りまでのプロセス

を疑似体験していくことで，看取りに対する「よくわからないからこそ

の不安」の軽減を目的としています．

また，看取りを行う上で何よりも重要なのは本人の意思です．より早くから本人の意思を確認

することの大切さ，認知症があっても，本人に意思確認が最後までできることを理解するために，

一人称体験を通して，看取りを自分ごととして捉えてもらうような工夫をしています．

本研修は，平成30年度老人保健事業推進費等補助金老人保健健康増進等事業「高齢者向け住ま

いにおける看取り等の推進のための研修に関する調査研究事業」の一環で構築されたプログラム

であり，すでに研修を実施したことで，看取りを始めた高齢者住まいもあります．

【日時】 2022年2月1日（火）13:30～16:30

【対象】 看取りへの理解を深めたい専門職，学生，一般

【定員】 先着30名 ※ 定員になり次第締め切らせていただきます

【会場】 オンライン研修（Zoom）

【講師】 株式会社 シルバーウッド

【申込】 右のQRコード利用または裏面申込書をFAXください

【締切】 2022年1月21日（金）

令和3年度奈良県介護人材確保対策総合支援補助金

「多様な人材層に対する介護人材キャリアアップ研修支援事業」

一人称体験プロジェクト 高齢者住まい看取り研修のご案内

認知症ケア専門士 2単位

【お問合せ】

奈良県認知症ケア専門士会事務局

和里（にこり）®️

〒635-0075 奈良県大和高田市野口325番3

TEL：0745-52-0125 FAX：0745-53-0635 E-mail：dcq@nicori.or.jp

主催：奈良県認知症ケア専門士会

共催：和里（にこり）®️

共催：畿央大学看護実践研究センター

共催：DCM関西地区ブロック会

後援：日本認知症ケア学会

満足度 96.9％
(不満足0％，無回答3.1％，n=128) 

以前の意識とは全く変わりました．看取りは正直不安で仕方な
かったです．夜勤帯の中どうしようなど必ず不安がつきものでした．利

用者の立場になり，本質的に考えるという看取りについてはその発想す

らなかったように思います．家族，利用者との触れ合いや日常の関わり

の中で，利用者の“本音”といった部分を聞き逃すことなく，

介護職として耳を傾けたい．（30代 介護職）

参加費 無料



和里（にこり）®️あて

FAX送信方向
送付状不要

参加申込書

一人称体験プロジェクト 高齢者住まい看取り研修

フリガナ
事業所名

学校名等

名前 職種

参加日 □ 2022年2月1日（火）

希望連絡先

□ 事業所 □ 自宅

〒

TEL： FAX：

E-mail：

認知症ケア専門士

の単位認定
□ 希望する □ 希望しない ＊認知症ケア専門士のみ回答

通信欄

本研修についてのご質問や，受講時に必要な配慮などのご要望がございましたら，ご記入

ください．

FAX番号 0745-53-0635

内の☑と記入をお願いします

受講票は郵送いたしません．定員超過の場合，ご連絡いたします．

記入いただいた情報は，所轄庁等と共有のうえ，本研修の申込事務，事業報告のために利用します．

それ以外の目的で本人の了承なく個人情報を利用及び第三者に開示することはありません．

また，この申込により，これらの目的のための個人情報の利用について申込者から合意があったものとみなします．

（免責事項）

回線の不具合が予期せず発生することがあります．音声，映像などの不具合が発生したりする可能性もありますが，

全体的に不具合が出ている場合を除き，個別の対応はいたしかねます．企画中Zoom（YouTube）の使用方法について

はサポートできません．その他，なんらかの不具合があっても，主催・共催・後援者はその責任を負いません．

<お問い合わせ>

奈良県認知症ケア専門士会事務局

和里（にこり）®️

〒635-0075 奈良県大和高田市野口325番3

TEL：0745-52-0125 FAX：0745-53-0635 E-mail：dcq@nicori.or.jp

担当：吉川・樋野

和里（にこり）®️

【締め切り】2022年1月21日（金）


